
地域資源保存活用研究会
最終報告

令和6年3月

⽇本

１．はじめに
1-1_研究の背景

1-2_研究の目的

２．調査地の概要
2-1_交野市の概要

2-2_「交野の歴史文化」の現状と課題

３．研究活動の最終報告
3-1_研究方法

3-2_フェノロジーカレンダー

3-3_活動報告

3-4_まとめ



１．はじめに
1-1. 研究の背景

全国的に⼈⼝減少や少⼦⾼齢化が進⾏するなか、地域の伝統的な⾏事等の担い⼿の減少やそれに伴う関⼼の低下、そして⽂化財を管理する後
継者不⾜、さらには近年の⾃然災害の頻発化などによる喪失や散逸へのおそれなど、これまで伝え継がれてきた⽂化財の保存が困難となる危機
的な状況から⽂化財をいかに守るのかが⼤きな課題となっている。

そこで、⽂化財の保存・活⽤に係る課題に対応するため、平成30年に「⽂化財保護法」が⼀部改正され、翌念4⽉1⽇に施⾏されたことにより、
市町村は都道府県の⼤綱を勘案し、⽂化財の保存・活⽤に関する総合的な計画（「⽂化財保存活⽤地域計画」と称す。）を作成することが制度
化され、令和5年7⽉時点で全国で119か所が認定を受けており、今回、研究対象とする交野市も含まれる。

地域固有の⾃然・歴史・⽂化は、魅⼒ある地域形成のための重要な地域資源（財産）である。
かつてこれら地域資源の多くは、集落等のコミュニティにより維持・継承する役割を果たしてきたが、近年の⼈⼝減少、少⼦⾼齢化等により、

集落等のコミュニティの維持そのものが困難な状況に直⾯し、地域資源の喪失が地域の⼤きな課題となっている。
⼀⽅ が集落等のコミュニティ

とは分断されている場合が多く、地域固有の⾃然・歴史・⽂化に触れる機会（きっかけ）が持てず、その結果、地域に対する誇りや愛着を持て
ない場合が⽣じている。

今回の研究で対象とする地域においても、⾃治体が実施した過年度のアンケート調査等の結果を⼩学校区別に整理したところ、集落等辺りで
は「担い⼿がない（継承が困難、保存が困難な状況）」と⾔った意⾒、ニュータウン辺りでは「歴史や⽂化に興味があるが、知るきっかけがな
い」と⾔った意⾒が多く確認された。

これらの課題に対応し、地域資源を維持・継承していくためには、集落等やニュータウンが新たなネットワーク（コミュニティ）を形成して、
地域全体で維持・継承、活⽤していくことが求められる。

1-2. 研究の目的
本研究においては、地域資源の保存・活⽤の観点からアプローチし、⾃然・歴史・⽂化を対象に、地域全体（集落等やニュータウンの住

⽬的とする。

⽂化庁HPより引⽤
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２．調査地の概要

2-1_交野市の概要

本研究における調査対象地とする交野市の概要は以下のとおり

位置、人口

⼤阪府北東部の北河内地域内に位置

●H22をピークに⼈⼝減少（⼀部の集落は存続の危機？）
●⾼齢化率上昇（H7/9.6％⇒H27/26.3％）

●指定⽂化財28件、未指定⽂化財6,825件（H4.9現在）
● 指定等⽂化財の⼀部程度（アンケート結果）
● 「七⼣」関連に集中（アンケート結果）

地域資源とは？

交野市の場合…
「交野の⽂化財（指定＋未指定）」＋「周辺環境」を⽰す。

R2 75,033⼈

将来⼈⼝の推計

旧８村地区割図

町字別⼈⼝

「交野市⽂化財保存活⽤地域計画」より引⽤
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2-2_「交野の歴史文化」の現状と課題

①情報発信
（広報かたの、交野市⽂化財だより、かたのスイッチ、
⽂化財講座の開催）
②学校教育との連携
・⼩学３年⽣の社会科副読本、学校⽀援

⇒コロナの影響で内容や規模の縮⼩された

周知・啓発の取組み

保存

①指定等⽂化財の保存（保存修理事業等）

②未指定⽂化財の保存
・所有者（管理者）への助⾔、指導を実施
・⽯灯籠や⽯仏等は、地域や個⼈によって保存されて
きた⇒⾼齢化による担い⼿不⾜
③防災・防犯対策（⽴ち⼊り検査、定期巡視等）

⇒廃寺（管理者不在）による仏像等の保存等

①市内活動団体との取組みと連携
（交野古⽂化同好会、私市⽂化財保護推進委員会、私
部城を活かし守る会、⾥⼭ゆうゆう会、薬師寺保存会、
星のまち観光協会、NPO交野市国際交流協会、だんじ
り保存会、交野おりひめ⼤学）

⇒団体の⾼齢化による担い⼿不⾜
⇒⽂化財関係団体等の連携

②市内外の活動団体との連携
（近隣の教育委員会、⼤学）

「人づくり・しくみづくり」の取組み

①指定等⽂化財の公開
②教育⽂化会館の活⽤
・歴史 展⽰

⇒コロナの影響で中断された
③観光事業との連携
・歴史散策マップ、観光マップの配布
④「交野⽊綿」の活⽤
・しおりの配布

活用

旧集落の課題

担い⼿の課題

「交野の歴史⽂化」を取り巻く課題は以下のとおり

「交野市⽂化財保存活⽤地域計画」より引⽤
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３．研究活動の最終報告
3-1_研究方法

本研究では、「ひとづくり・仕組みづくり」の取組モデルとして、下記のフェノロジーカレンダーを軸とした
「ひとづくり・仕組みづくり」を実施し、アンケート調査等の結果を考察することとする。

フェノロジーカレンダー
作成

ワークショップ
実施

アンケート調査等
による検証

本研究の流れ

情報収集・整理 周知・共有 効果の検証
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3-2_フェノロジーカレンダー

●概要
⇒会員数：144⼈（令和4年時点）
⇒組 織：令和４年で活動50周年

⇒WS対象者：15⼈（各地区の代表である理事）
⇒全て市内に居住、70歳代以上（最⾼90歳代）、男性

〇フェノロジーカレンダーの作成フロー

〇交野古⽂化同好会の取組み（ワークショップの対象）

●活動の⽬標
★交野から出⼟した遺物を守ろう。
★次世代の会員を育てよう。（各地域の若者を発掘していこう）
★毎⽉第２⼟曜⽇の「歴史健康ウォーク」・第４⼟曜⽇の「勉強会」を充実・継続して⾏こう。
★現地を訪ねて、⾒て、聞いて・記録に残そう。

かるた取り
交野郷⼟史かるた

昭和53年刊⾏

無縁墓の清掃 歴史健康ウォーク

地域資源の
掘り起こし

地域資源の
整理

意⾒の
とりまとめ

令和4年9⽉ 令和4年11⽉ 令和4年12⽉

関係団体等
ヒアリング

5年3⽉

Step1 Step2 Step3

〇フェノロジーカレンダーとは？
フェノロジー（Phenology）は、⽣物季節（学）と訳される。
地域の⾃然と⼈の営みを表した⽣物季節暦を「フェノロジーカレンダー」といい、地域の気象、⾃然、⾵景、動植物、祭礼⾏事、⾷の旬な

ど、１年365⽇の移り変わりを表記している。

交野古⽂化同好会HPより引⽤
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〇古⽂化同好会ワークショップ（２回⽬）
⇒地域資源（年中⾏事）を⽉ごとに整理
・年中⾏事の分類（寺社の祭事、地域の⾏事、家庭の慣習、稲作の⼯程）
・「稲作」⇔「祭事」⇔「⾷」の関連性

Step1 Ⅰ地域資源の掘り起こし ＜１回WS ＞

Step２ Ⅰ地域資源の整理 ＜２回WS ＞

Step３ Ⅰ意⾒のとりまとめ ＜３回WS＞

〇古⽂化同好会ワークショップ（３回⽬）
⇒１回⽬、2回⽬の意⾒をカレンダー（1 12⽉）形式に整理したものを
ベースに意⾒交換

令和５年度の活動

〇古⽂化同好会ワークショップ（１回⽬）
⇒地域資源の掘り起こしとして、地域資源（年中⾏事、景観）
を付箋に書いて情報共有

⇒同時にアンケート調査を実施（郵送回収） 季節ごとに整理

3-3_活動報告
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〇古⽂化同好会ワークショップ（４回⽬）＜情報整理＞
⇒ヒアリング結果を反映したカレンダーの確認

・カレンダーの活⽤⽅法等について意⾒交換

講演会『⽂化財 ⽇々のくらし探す・活かす・伝える』』

令和６年度の活動
〇関係団体のヒアリング＜情報収集＞
⇒団体、個⼈への⾏事（家庭の慣習）について聞き取りを実施

・内容は団体の会報、研究誌にまとめて掲載された
☆「⾷」に関してはJAへ聞き取りを計画していたが実現できず

〇講演会『⽂化財 ⽇々のくらし探す・活かす・伝える』＜周知＞
⇒午前：私部・倉治のまち歩き、午後：講演会・意⾒交換会

・参加者20名（WEB除く）
〇⼩学⽣を対象とした⾃由研究＜周知・検証１＞
⇒NT居住者の意⾒把握

・参加者10名（８⽉・10⽉開催）

〇フェノロジーカレンダーの展⽰／アンケート調査＜周知・検証２＞
⇒交野⽂化祭にてフェノロジーカレンダーを展⽰
・アンケート調査（54票）
・⾃由研究の参加者（10名）

〇フェノロジーカレンダーの配布（令和６年４⽉予定）＜周知・検証３＞
⇒市内⼩・中学校、資料館等にて配布予定

〇古⽂化同好会ワークショップ（５回⽬）＜情報収集・整理＞
⇒市全域版では、盛り込めない地域資源を取りまとめる
・地域版（私部・星⽥の２地区）のヒアリングを実施
☆完成は各地区に委ねる予定

〇フェノロジーカレンダーの印刷（令和６年２⽉）
⇒教育委員会、関連団体へ納品（2000部）

⾃由研究・フェノロジーカレンダーの展⽰（交野⽂化祭）

●森地区の古来より続く主要な⾏事（向井さん）
●星⽥の⾵俗と習慣（廣岡さん） 他
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WSのアウトプットⅠ フェノロジーカレンダー（完成版） ※令和６年１⽉現在

地域の⽂化財に関するアンケート調査結果 実施

あなたが参加している取組みは？ あなたが欲しい情報は？ フェノロジーカレンダーの活⽤⽅法は？

①特になし
②地域の伝統⾏事や祭りの⼿伝い ①参加できる⾏事やイベントの情報

②⾏事等の場所（位置情報）が分かるマップ

①地域の⾏事や⽂化財の把握に活⽤
②市内の⾏事や⽂化財の把握に活⽤
③コミュニティの維持（⾏事や祭りの継承等）に活⽤
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3-4_まとめ

今後、＼地域資源の保存・活⽤の担い⼿の拡⼤へ期待／

関係団体の
ヒアリング

令和5年5⽉

講演会

ショップ

第４回
古⽂化同好会
ワークショップ

配布・展⽰
（意⾒収集）

令和4年12⽉

令和5年11⽉

令和5年7⽉

令和5年8⽉

令和5年11⽉

アンケート
調査

市内⼩・中学校、各地域、各団体に展開

周知・検証保存・活⽤のしくみづくり

活⽤等の検討

⼩学校・
資料展⽰室

⼩学⽣対象

結果

〇講演会『⽂化財 ⽇々のくらし探す・活かす・伝える』
⇒午前：私部・倉治のまち歩き、午後：講演会・意⾒交換会
・想像以上にポテンシャルが⾼い！（増井先⽣）
・地域の⼈と⼀緒になって、いかにして地域の歴史⽂化を継承し

ていくかという実践を学ばせていただいた（王寺町 岡島学芸員）

〇⼩学⽣を対象とした⾃由研究
⇒交野の「⽯仏」をモチーフにミニジオラマづくり
・⽯仏の道を知らなかった、⾏ってみたい、ツアーが

あれば親⼦で参加したい（保護者）
・「機織り体験教室」や「⼦どもと⼀緒に参加できる

歴史体験教室」など“体験“が⼈気（アンケート回答）

〇フェノロジーカレンダーの展⽰／アンケート調査
⇒交野⽂化祭にてフェノロジーカレンダーを展⽰
★アンケート調査（54票）
・コミュニティ（地域⾏事・祭り等）の維持に活⽤
・地域⾏事の位置情報
★フェノロジーカレンダーの展⽰
・⼭⾞の担い⼿が減っている

後⽇、資料館を視察とか…
・こんなに⾏事があるんですね、周知に

役⽴つ

■交野カレンダー2024

■⽯仏のレプリカ制作（NINS）■⽯仏の道

■ミニジオラマ
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